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わ が 国の 幼児の 遊び に関す る歴 史 的変遷 （3 ）
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1．研究目的

　当研究では 、 古代から現代 に 至 る幼児の 遊びの実態を

歴史的に振 り返る こ とで 、
「幼児が どの ように遊んで き

たの か」
「現代にある幼児の遊びが い つ 頃か ら形成され

た の か 」 とい うことを明らか に して い く。 そ して、それ

を手がか りとし、
「現在・未来の子どもたちに必要な遊び

環境 とは何か」とい うこ とを模索する こ とを 目的とする 。

こ こで は、古代 ・中世、近世に引 き続き、明治時代の 子

どもたちの遊びに着目して 、 資料に基づ い て 考察する 。

2 ．研究方法

　子 どもの遊び の実態を知る手がか りを、絵
．
画史料を中

心 に追求して い く。 分析対象は、生活や文化 ・風俗 ・名

所などが描かれた図絵中の 子 どもの 遊び場面 とす る。方

法は、遊び の 要素となる 「遊び空間 」
「遊び仲間」

「遊び

道具」 の 3点に焦点を当て て分析する 。

　遊び場面の 抽出数は、 336 で ある。尚、 幼児の遊び

だけで な く、子 ども全体の 遊び を分析対象 と し、社会的

階層により遊び環境が異なる こ とを踏まえ、服装 ・調度

品などに基づ き、上流家庭 と
一般 家庭の 子 ども に分 けて

分析した （上流家庭 143 、

一一般 家庭 193 ）。 さ らに本

研究で は便宜⊥、子どもの年齢区分は、背 ・髪型 ・服装
などを参考に して、赤子 を 「乳児」、乳児期過 ぎか ら6歳

位まで を 「幼児」、7 歳か ら 12 歳位まで を 厂児童」、13

歳か ら 15歳位まで を 「少年 」 として 区分 して い く。

3 ．結果 と考察

1 ．遊び空間　　く表 1参照 〉

  ヒ流家庭の 子 どもたち

　特徴は 、 まず戸外に 比べ て家の敷地内が多 い こ とが挙

げ られる 。 家の 敷地内は 、 60 ％を超える 。 なかでも室

内で遊ぶ描写が多く （49，6％）、室内遊び 的傾向が強く示

された。 また、戸外の遊び空闘に着 目す る と、明治以前

には見 られなか っ た植物園や幼稚園 とい っ た意図的 ・教

育的空間が新たに加わ っ て い る （12，4％）。 家とい う生活

的な空間やこれらの 閉鎖的空間 と、戸外の 自然的空間と

で は質が異なる 。 当然、場や物が整っ て お り安全陸も高
い 場であるが、受身的な活動が主になり、創造的な遊び

は展開されにくくなる 。 川、海、野原、森林とい っ た 自

然 的空間で 遊んで い る描写少なか っ た （7．0％）。

　 幼児にお い て も、7割近 くは家の敷地内で あ っ た。 子

ども全体と異なる点は、家の敷地内の 中で も、室内がさ

らに増える こ とで あ る （57．9％）。こ れ は、幼児 が 周囲 の

人に手厚 く保護され、安全面や衛生的な こ とで配慮され

て い た こ とを意味付け る。ま た 、幼稚園や動物園などの

空間の 描写は、上流家庭の 幼児 が整備さ れた意図的な遊

び場 を与えられ る よ うに な っ た こ とを示 して い る 。

  一般家庭の 子 どもた ち

　 戸外遊び が 83，5％と高 く、上流家庭の子どもと大きな

差異が見 られた 。 具体的 に 見 る と、「場を特定で きな い 戸

外」 が ある た め に正確な数値 で はない が、 1位は寺社の

境内 （23．6％）、2位は路上 （20．4％）とな り、日本古来
の 伝統的な 場 で あ る寺社や、路上が遊び場として大きな

役割を果た して い た と言える 。 川、野原 などの 自然的空

間は 14，8％を占め、上流家庭の 子どもの 2 倍もあっ た。

また植物園などの 設定 され た 空間は少な く、 大人に予め

遊び場を用意されて はい なか っ た 。 自分たちで 遊び場を

求め、そ こ で 自発的に遊 び を繰 り広げて い た と言える。

　幼児におい て も、 子ども全体 とほぼ同 じ傾向を示 し、

戸外が 8割を占めた 。 分類で きる範囲で み ると、戸外の

1位は、 路上 （21，4％）、2位は寺社 （1＆6％）とな り、

幼児にとっ て も主なる遊び場は路上や寺社だっ たとされ

る。 また、自然的空間も 12，9％を占めて い る 。 幼児の特

徴 として は、 自由に遊び 場を選択 し、広範囲な空聞を利

用 して遊びを楽 しんで い た と言える 。

II．遊び仲間　く 表は発表当日に資料として 配布 〉

  ⊥ 流家庭 の 子 どもたち

　幼児の 1人遊びや幼児 2〜4 人で の遊び が比較的多 く、

幼児だけで も自由に遊んで い た こ とが窺える。こ の こ と
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は、上流家庭の 幼児が安全な遊び場を確保されて い た こ

とと大い に関係すると思われる 。 また、集団遊びが令体

で占める割合が 高く、約 50 ％に 及ぶ。 特に、児童 2 〜

4 人で の遊びが多く、 全体の 20 ％を示した 。 異世代の

集団遊びで は、「幼児と女子 の児童 」が遊ぶ場面が多 くみ

られ る。 子 どもと大人 との 関わ りは、全体の 35．2％ と、

高い こ とが示された。 特に母と一緒にい る こ とが目立っ

て お り、「幼児と母」、「児童と母」、「幼児 ・児童 ・母」 と

い う組み合わせ の割合が高くな っ て い る 。 母 が何らか の

形で幼児の遊び に関係 して い る様子は多 く、約 14 ％の

割合を示す 。 こ れは、．L流階級で 日常の暮 らしが富裕で

安定 してい るため、余暇 の時問も多く母親が我が子の世

話をで きる余裕が ある こ とが要因と考え られ る 。

 
一

般 家庭の 子 どもたち

　 幼児の 1人遊びや幼児同士の 遊び が殆どなく、集団遊

び の割合が高く、80 ％近くに も及ぶ 。 なかで も、「児童

の 同性・
同世代集団 2 〜4人 」 で の 遊び が多 く、28．5％と

高い 割合を示 して い る 。 異世代集団は、「幼児と児童」 の

組み 合 わせが頻出し、子 守 りの児童を含めて、21．2％と

極めて 高い 比率になっ て い る。 また、子 どもと大人が遊

ぶ割合は 13．0％と低 く、 母と子 ど もの関わ りも少ない こ

とが示 された 。 こ れは、母親が労働に時間を費やさなけ

れ ばな らなか っ た生活状況 が考え られ る。仕事の 忙 し さ

ゆえ に子 どもとゆ っ た りと遊 べ ず、代わ りに、年長 の 児

童が幼児の 面倒をみ る よ うに な っ て い っ たと思 わ れ る 。

IIL遊 び道具　　く 表 2 参照 〉

  上流家庭 の 子 どもたち

　全休の 約 50 ％を商品玩具 が 占め て お り、上 流家庭に

広 く商品玩具が漫透 して い た こ とがわかる 。 前代 に 比べ

種類も豊富に な り、質もよくな り、子どもた ち に とっ て

く 表 1 ＞ 　明治時代 の子どもの遊び空間

遊び玩具は 、 不可欠な物 で あ っ たと思われる 。 また 「子

どもの遊びには玩具が必要」 厂放任する よりも玩具を与

えて 遡 ませる方がよい 」 とい う親 の遊び観 ・養育観がよ

り ．層強 くなっ たこ とも考えられる 。 こ のように専ら大

人か ら与えられ る物で遊ぶ こ とが増える傾向にある 。 そ

れと反比例 して 手製玩具や 自然物が極めて 少数にな っ て

おり、手製玩具
・自然物 ・動植物を合わせ て も、その割

合は 12．2％で あっ た。 けれ ども、日常生活用品を工 夫 し

て使 う遊びや、道具を使わない でで きる遊び もそれぞれ

16．0％確認で きた。

　 幼児におい て も、商品玩具が非常に多く、手製玩具や

自然物が少な い 傾向を示 して い る。商品玩具の 割合は

60．7％となり比率がさらに高 くなっ て い る。こ れは、単

に商品玩具の流行 の他に 「幼児期には特に玩具を与える

こ とが好ましい 」 とい う親の 観念が定着しつ つ あ っ た こ

とを示 して い るようで もある 。 次に多か っ たの が、日常

生活道具と道具を使わない 遊びで、そ れぞ れ ll．2％と な

っ て い る。 また手製玩具 ・自然物 ・動植物を合わせたも

の の割合は 12．4％とな り、自然とふ れ あう機会が 乏 しか

っ たと言える 。

 
一

般 家庭 の 子 どもたち

　商品玩具 は 34．5％あ る が、土流家庭 の 害拾 と比較す る

と低 い 。その 分、手製の 玩具 ・自然物 ・動植物を足 した

割合が 25．6％もあ り、上流家庭よ りも 2倍高くなっ て い

る。一
般家庭で は、経済的に商品玩具をた くさん 買う余

裕が 上流家庭ほ どなか っ た もの と思われ る 。

　幼児に限 っ て も、子 ども全体と同傾向で ある。 道具を

使わずにで きる 「か ご めか ご め」 「か くれんぼ」
「鬼ごっ

こ 」 な どの伝承遊び も多 く、20．2％を占め て い る 。 また

手製玩具・自然物 ・動植物 を合わせた割合は 18．2％で あ

る 。

一
般 家庭 の 幼児は、商品玩具 に 片寄 らず 、 手製玩具

や日常の 生活道具 、 自然物 、 動植物なども遊び道具 とし、

上流家庭 　 （％）
一

般 家庭 　 （％〉

全　体　 1　 幼 　児 全　体　 ，　 幼　児

室 　内 64（49．6）・　 33（57、9） 22〔11．5）　 　 11（15．7）

また身体をおもい っ きり動かす こ とや伝承遊びを

自発的に遊びを展 開して い た の で あ る 。

＜表 2＞　明治時代の 子 どもの 遊び道具

家
　
　

内

庭 17（13．2） i　 6 （10．5） 7 〔3．7） 1　 呂（4．3）
縁　側 2 （1．6）1　 0 旦（0．5）　 l　 O

野　原 4 （3・1） io 12 （6・3）13 （4．3＞
川　 原 2 （1．6） 1　 0 10 （5．2） 1　 5 （7．1） 上 流家庭　（％）

一
般家庭　 （％）

路 　上 6 （4の 　r　 o 39〔204 ）1　 15（21．4） 全体 　 1　 幼児 全体 　 1　 幼児

寺　社 3   12 （蜀 45（2Bβ）1　 15（2エ．4） 既製玩具 96〔51．1） 154 （60．7） 101（34．5） 旨42 （42．の
植物 園 10 （7．8） i 睦 （7．0） 2 α．0） 1　 1 （1．4） 手製玩具 4 （2ユ）　 i3（鋤 19 （6．5）　 i2包．0）

戸

　
　

外

幼稚園 503，9）　 1　 5 （8，8） o　　 　 l　 一 自然物 2 （1、1）　 10 31 （10、6＞　 沼 （6、1）
店 ユ （0、8） 1　 0 3 （1．6）　 1　 2 （2．9） 動植物 17（9，0）　 i8（9，ω 25 （8、5）　 110（10．1）

海　辺 1 〔0．8） 1
　 1（正．8） 3 （1．6）　 1　 1 （1．9 生活道具 30 （16．0） 110 （11，2） 42 （14．［1）　 114 （14．1）

空　地 O　　 　 l　 一 2（1．0）　 1　 0 児童芸術 0　　　 1一 1（0．3）　 11（1．0）
森　林 2　　 　 1　 D 3（1．6）　 1　 0 祭異 7 （3，7）　 13 （3、心 22 （7．5）　 i3（3．0）

食物 0　　　　 卜
一 4（1．4＞　 11（m ）お そ ら

く戸外 、  ） i 礁 ，）
　　　　E
35（18．3）i　 12（17．D 固定遊具 2（2．1）　 i1（1．1） 0　　 　　 ；一

そ の 他 3 （2．3）　 1　 1 （1．8） 7（3，7）　 1　 2 （2．9） な し 3D（16．O） 旨 10（11．2） ・i2（14．3）　 120（20．2）
不　 明 14　 　 　 1　 8　　 　 　　 2　　 　 ：　 1 不明 2　　　 i2 6　 　　 　 13　　　　 r
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